
３ 塩の分類と酸・塩基の強弱

≪塩の分類≫

（例１） と の中和反応Ｈ ＳＯ ＮａＯＨ２ ４

正塩２Ｈ ＳＯ ２ＮａＯＨ Ｈ Ｏ＋ ２－＋ ＋ → ２ ＋（ ）４ ２ Ｎａ ＳＯ２ ４

２ ４Ｈ ＳＯ
Ｈ 酸性塩（電離） ＋ Ｈ ＋Ｈ ＳＯ ＮａＯＨ → Ｈ Ｏ ＋ （ ）＋ ２－４ ２ Ｎａ ＳＯ４

（例２） と の中和反応ＨＣｌ Ｃａ（ＯＨ）２

正塩Ｃａ ２ＯＨ ２ＨＣｌ Ｈ Ｏ２＋ －＋ ＋ → ２ ＋（ ）２ ＣａＣｌ２
２Ｃａ（ＯＨ）

塩基性塩（電離） ＋ ＋［Ｃａ（ＯＨ）］ ＯＨ ＨＣｌ → Ｈ Ｏ ＋ （ ）＋ － ２ ＣａＣｌ（ＯＨ）

正塩・・・・・ ）（ 塩の化学式に酸のＨも塩基のＯＨも残っていない

塩 酸性塩・・・・ ）（ 塩の化学式に酸のＨが残っている

塩基性塩・・・ ）（ 塩の化学式に酸のＨも塩基のＯＨが残っている

≪酸・塩基の強弱≫

酸性（塩基性）の原因をつくるもの・・・・・ ）（ 酸性は 、塩基性はＨ ＯＨ＋ －

（ ）つまり、 強い酸（塩基）とは 酸性（塩基性）を強く示す酸（塩基）⇒ ⇒ 多くの を出すＨ ＯＨ＋ －（ ）

Ａ 強い酸・塩基の電離

＋ －例 → ＋ＨＣｌ Ｈ Ｃｌ

モル モル モル溶解前 １ ０ ０
↓ ↓ ↓

（ ）モル （ ）モル （ ）モル溶解後 ０ １ １

強い酸・塩基は（ ）完全に電離する

Ｂ 弱い酸・塩基の電離

＋ －例 → ＋ＣＨ ＣＯＯＨ Ｈ ＣＨ ＣＯＯ３ ３

モル モル モル溶解前 １ ０ ０
↓ ↓ ↓

（ ）モル （ ）モル （ ）モル溶解後 ０．９９ ０．０１ ０．０１

弱い酸・塩基は（ ）ほとんど電離しない

酢酸では１％しか電離しない
≪電離度≫

酸や塩基が電離する割合。強○は電離度 → 溶液に が多い（ ） Ｈ 、ＯＨ１ ＋ －

＝（ ）×（ ）×（ ）溶液中のＨ （ＯＨ ）のモル数＋ － 酸（塩基）のモル数 価数 電離度

Ｎ.Ｏ.２８
練習５ (１) モルの を含む水溶液中に電離している のモル数を求めよ。０．４ ＣＨ ＣＯＯＨ Ｈ３ ＋

ただし、 の電離度は とする。ＣＨ ＣＯＯＨ ０．０１３

Ｈ ０．４×１×０．０１＝０．００４モル＋のモル数＝

(２) モル Ｌのアンモニア水が２㍑ある。この水溶液中に電離している の０．１ ＯＨ/ －

モル数を求めよ。ただし、アンモニアの電離度は とする。０．０５
アンモニアのモル数は０．１×２＝０．２モル

のモル数＝０．２×１×０．０５＝０．０１モルＯＨ－

は記憶すること≪酸・塩基の強弱による分類≫

強 弱

←以外のほとんどの酸塩酸（ 、硝酸（ ）ＨＣｌ ＨＮＯ） ３

酢酸（ ）酸 ＣＨ ＣＯＯＨ３

炭酸（ ）硫酸（ ）Ｈ ＳＯ２ ４ Ｈ ＣＯ２ ３

←以外のほとんどの塩基水酸化ナトリウム（ ）ＮａＯＨ
水酸化カリウム（ ）ＫＯＨ

アンモニア（ ）塩基 水酸化カルシウム（ ）Ｃａ（ＯＨ）２ ＮＨ３

（Ⅱ）（Ｃｕ（ＯＨ） ）水酸化バリウム（ ）Ｂａ（ＯＨ）２ 水酸化銅 ２

≪塩の水溶液の性質≫

塩の水溶液の性質（中性、酸性、塩基性）は、塩を作る酸・塩基の強弱の組み合わせで決まる。

中性酸 塩基 塩の水溶液 正塩

酸性強 強 酸性塩酸 塩基

酸性 塩基性強 塩基性塩酸 弱塩基

塩基性弱酸 塩基強
強い方の影響を受ける

ほぼ中性弱酸 弱塩基

練習６ 次の塩を正塩、酸性塩、塩基性塩に分類しなさい。また、それぞれの塩の水溶液の性
質（中性、酸性、塩基性）を答えなさい。

ＮａＣｌ Ｎａ ＣＯ ＫＨＳＯ ＣＨ ＣＯＯＮａ(１) (２) (３) (４)２ ３ ４ ３

正塩 正塩 酸性塩 正塩
中性 塩基性 酸性 塩基性

４ ３ ４ ２ ４(５) (６) (７) (８)ＣｕＣｌ(ＯＨ) ＣａＳＯ ＮａＨＣＯ (ＮＨ ) ＳＯ
塩基性塩 正塩 酸性塩 正塩
酸性 中性 塩基性 酸性

＜塩の加水分解＞〔参考〕なぜ、塩の水溶液が酸性や塩基性になるのか？

（例）酢酸 と水酸化ナトリウム の塩 の場合（ＣＨ ＣＯＯＨ） （ＮａＯＨ） （ＣＨ ＣＯＯＮａ）３ ３

電離
＋ は電離度の小さい酸のイオン)ＣＨ ＣＯＯＮａ → Ｎａ ＣＨ ＣＯＯ （ＣＨ ＣＯＯ３ ３ ３＋ － －

ＣＨ ＣＯＯ Ｈ Ｏ → ＣＨ ＣＯＯＨ ＋ ＯＨ （ＯＨ が生じるので塩基性になる）３ ２ ３－ － －＋
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